
問題　のフェルマー点をとし，内角はすべてより小さいものとする。の内部

　　の動点について，線分の長さの和が最小となるのは，がに一致するときで

　　あることを証明せよ。
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証明　の内角はすべてより小さいから

　　はの内部にある。

　　　を通りに垂直な直線を，を通り

　　に垂直な直線を，を通りに垂直

　　な直線をとする。また，，の交点を，

　　，の交点を，，の交点をとする。

　　　　　

　　であるから

　　　　　

　　ゆえに，は正三角形である。

　　　から，，に垂線をひき，交点をそれ

　　ぞれ，，とすると，補題により

　　　　　

　　ここで　，，　であるから

　　　　　

　　したがって　

　　すなわち，がに一致するときが最小となる。　　　　　証明終

補題　正三角形の内部の点と各辺との距離の和は一定である。

補題の証明　面積について

　　　　　

　　　　　　　　


･･･

　　　　　　　　




　　およびが一定であるから，も一定である。　　　証明終


